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﹇
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佐
々
木　

勝
彦

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
神
学
者
ウ
ェ
ス
レ
ー 

清
水
光
雄
著
『
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
救
済
論
』
の
最
終
章
（
第
五
章
）
の
表
題

は
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
神
学
者
ウ
ェ
ス
レ
ー
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
冒

頭
で
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
国
教
会
の
中
庸
の
伝
統
で
豊
か
に
養
わ
れ
た

ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
統
合
に
止
ま
ら
ず
、

西
方
と
東
方
の
二
重
性
に
し
っ
か
り
と
立
っ
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
神
学
者

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
、
カ
ト

リ
ッ
ク
か
の
議
論
を
越
え
、
西
方
的
か
、
東
方
的
か
の
議
論
を
越
え
て
、
あ

ら
ゆ
る
二
者
択
一
を
越
え
、
相
矛
盾
す
る
立
場
の
共
生
を
真
に
求
め
続
け
た

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
神
学
者
で
あ
っ
た
」（
一
六
一
頁
） 

と
。
そ
し
て
彼
の

独
特
な
「
二
重
性
」
の
内
容
を
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
神
学
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
大
変
有
益
な
要
約

で
す
。
一
つ
の
有
力
な
仮
説
と
し
て
参
照
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
役

立
つ
は
ず
で
す
。

な
お
、こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
略
記
号
の
意
味
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

P

│
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
」、 

C

│
「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
」、
O

│

「
東
方
的
」。

①　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が
、
P
で
あ
っ
て
、
C
、
O
で
は
な
い
点
。

「
原
罪
の
教
理
、
全
堕
落
の
強
調
と
、
信
仰
義
認
、
特
に
確
証
の
教
理
、

直
接
的
・
霊
的
体
験
と
し
て
の
信
仰
概
念
が
あ
り
、
こ
れ
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
の

中
期
の
中
心
的
主
題
で
、
後
期
に
も
継
承
」
さ
れ
た
。

②　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が
、
C
、
O
で
あ
っ
て
、
P
で
は
な
い
点
。

「
罪
人
な
る
人
間
の
神
の
恵
み
に
対
す
る
応
答
の
主
張
、
人
間
の
普
遍
的

救
い
の
可
能
性
の
主
張
、
罪
人
な
る
人
間
に
よ
る
良
き
業
の
承
認
、
あ
る
い

は
、
聖
な
る
成
長
・
完
全
、
愛
に
よ
っ
て
働
く
信
仰
等
の
考
え
で
あ
る
。
こ
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の
要
素
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
中
期
に
も
流
れ
て
い
る
が
、
初
期
、
特
に
後
期
に

最
も
展
開
さ
れ
る
。」

③　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が 

、
P
、
C
で
あ
っ
て
、
O
で
は
な
い
点
。

「
原
罪
に
よ
る
罪
責
や
、
満
足
説
、
刑
罰
代
償
説
に
表
わ
れ
る
法
的
概
念

の
強
調
で
、
こ
れ
も
中
期
の
中
心
的
テ
ー
マ
で
、
後
期
に
も
継
承
さ
れ
た
。」

④　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が
、
O
で
あ
っ
て
、
P
、
C
で
は
な
い
点
。

「
自
然
と
恵
み
と
の
二
元
論
の
否
定
、
神
と
人
間
と
の
参
与
に
よ
る
治
癒

的
救
い
の
概
念
の
強
調
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
未
来
に
開
か
れ
た
宇
宙
的
世

界
に
も
焦
点
が
合
わ
さ
れ
、
こ
の
救
済
論
の
背
後
に
、
受
肉
・
再
統
合
の
教

理
、
復
活
・
昇
天
・
王
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
論
、
つ
ま
り
、
完
結
し
た
キ
リ

ス
ト
論
で
は
な
い
未
完
の
キ
リ
ス
ト
論
の
主
張
が
あ
る
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、

こ
れ
ら
の
考
え
を
主
と
し
て
後
期
に
展
開
し
た
。」

⑤　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が
、
O
で
あ
っ
て
、
C
で
は
な
い
点
。

「
非
創
造
的
恵
み
理
解
、
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
注
入
さ
れ
た
恵
み
、

こ
の
恵
み
に
基
づ
い
た
功
績
と
い
う
、
創
造
の
恵
み
で
は
な
い
非
創
造
の
恵

み
の
主
張
で
あ
る
。」

し
か
し
著
者
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
思
想
は
真
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
た
め
に
は
、
以
上
の
五
つ
の
視
点
の
ほ
か
に
、
そ
れ
は

P
で
も
あ
り
、
C
で
も
あ
り
、
O
で
も
あ
る
、
と
い
う
側
面
が
指
摘
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
は
こ
の
問
題
を
、「
の
み （
断
絶
）」
の
立
場
と
「
と 

（
連
続
）」
の
立
場
が
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
神
学
に
お
い
て
統
合
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
と
し
て
捉
え
直
し
、『
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
救
済
論
』
の
第
五
章
・
第
一
節
で

は
「
義
認
と
聖
化
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に 

第
二
節
で
は
「
キ
リ
ス
ト
者
の

完
全
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
論
じ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
メ
モ
風
に
、
清
水
光
雄
氏
の
諸
著
作
か
ら
、
筆
者
の
関
心
の
範
囲

で
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
神
学
」
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
テ
ー

マ
も
多
く
、
こ
の
解
説
の
い
ず
れ
も
説
明
不
足
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
自
ら
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
生
涯
と
神
学
を
跡
づ
け
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

追
録

昨
年
九
月
、
本
稿
の
原
稿
を
提
出
し
た
際
に
は
、
こ
の
後
に
「
残
さ
れ
た

課
題
」
と
「
注
」
が
続
き
、
本
稿
は
す
で
に
完
結
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
編
集
方
針
の
恣
意
的
な
変
更
に
よ
り
、
一
括
し
て
掲
載
さ
れ
る
と
考
え

て
い
た
原
稿
が
、
三
つ
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
読
み
に

く
く
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
も
こ
の
三
月
に
、
清
水
光
雄
著
『
ウ
ェ
ス
レ
ー
思
想
と
近
代

│ 
神
学
・
科
学
・
哲
学
に
問
う
』（
教
文
館
） 

と
い
う
四
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

大
著
が
刊
行
さ
れ
、
本
稿
に
そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い

う
新
た
な
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
し
か
し
す
で
に
そ
の
大
部
分
が
印
刷
さ
れ
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て
い
る
こ
と
を
考
え
、
原
稿
に
は
手
を
加
え
ず
、「
追
録
」
の
形
で
、
そ
の

目
次
と
、
本
稿
の
理
解
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
そ
の
内
容
の
一
部

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
以
下
の
引
用
句
は
、
著
者
の

本
来
意
図
し
た
文
脈
と
関
係
な
く
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
を
留
意
の

上
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
引
用
文
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

注
の
場
合
と
同
様
に
、
主
に
句
読
点
な
ど
、
そ
の
一
部
に
修
正
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

目
次

は
じ
め
に
。「
第
一
章　

西
方
の
神
学
と
東
方
の
霊
性
」、
第
一
節
・

一
九
八
〇
年
代
前
後
の
ウ
ェ
ス
レ
ー
研
究
、
第
二
節
・
神
の
像
と
先
行
の
恵

み
、
第
三
節
・
神
の
恵
み
と
人
間
の
応
答
。「
第
二
章　

ウ
ェ
ス
レ
ー
の
自

然
科
学
思
想
」、
第
一
節
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
と
理
性
、
第
二
節
・
ウ
ェ
ス
レ
ー

と
自
然
科
学
。「
第
三
章　

ウ
ェ
ス
レ
ー
と
哲
学
的
認
識
論
」、第
一
節
・
ロ
ッ

ク
の
認
識
論
、
第
二
節
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
認
識
論
、
第
三
節
・
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、

第
四
節
・
ウ
ェ
ス
レ
ー
思
想
の
特
質
。

①　

ア
ル
ダ
ス
ゲ
イ
ト
体
験

「
筆
者
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
ア
ル
ダ
ス
ゲ
イ
ト
体
験
は
聖
霊
体
験
（
啓
示

体
験
﹇
神
的
啓
示
﹈）
と
人
間
の
確
証
体
験
（
心
理
的
概
念
で
、
実
存
的
体

験
で
は
な
い
﹇
知
覚
的
認
識
﹈）
が
同
時
に
与
え
ら
れ
る
二
重
性
の
出
来
事 

（
存
在
論
的
神
学
） 

で
、
こ
の
二
重
性
の
理
解
が
ウ
ェ
ス
レ
ー
自
身
の
解
釈

し
た
聖
霊
の
証
の
教
理
内
容
だ
と
本
書
で
述
べ
ま
す
。
あ
な
た
が
救
わ
れ
、

神
の
子
と
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
聖
霊
の
証
と
共
に
、
こ
の
証
を
愛
し
・
喜

び
・
平
和
の
内
的
知
覚
・
感
性
的
自
覚
に
よ
る
確
証
体
験
で
、
人
間
は
神
を

知
る
の
で
す
（
主
観
・
客
観
構
造
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
成
立
す
る
知
・
存
在

論
的
神
学
）」（「
は
じ
め
に
」
一
二
頁
）。

「
筆
者
の
語
る
聖
霊
に
よ
る
感
性
的
認
識
論
は
、
神
の
言
葉
と
人
間
の
心
・

感
性
に
よ
る
、
両
者
の
同
時
的
な
出
会
い
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
本
書
で

語
り
ま
す
」（「
は
じ
め
に
」
一
三
頁
）。

②　

恩
師

「
筆
者
に
は
、
青
山
学
院
時
代
の
野
呂
と
小
田
垣
雅
也
の
二
人
の
恩
師
が

い
ま
す
」（「
は
じ
め
に
」
一
三
頁
）。

③　

神
の
像

「
東
方
特
有
の
教
え
に
よ
る
と
、
神
の
像
（
エ
イ
コ
ー
ン
）
と
し
て
創
造

さ
れ
た
人
間
は
、
神
と
の
同
一
本
質
（
ホ
モ
ウ
ー
シ
オ
ス
）
で
は
な
く
、
神

に
類
似
（
ホ
モ
イ
オ
ー
シ
ス
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
東
方
固

有
な
神
の
像
と
神
の
類
似
の
一
対
概
念
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
「
自
然
的
神
の

像
（natural im

age of G
od

…
…
神
を
知
り
・
愛
し
・
従
う
知
的
被
造
物

と
し
て
の
人
間
）」
と
「
道
徳
的
神
の
像
（m

oral im
age of G

od

…
…
実

際
に
神
を
知
り
、
微
動
だ
に
せ
ず
神
を
愛
し
、
絶
え
ず
神
に
従
う
人
間
）」

に
対
応
し
、
堕
落
で
人
間
は
自
然
的
神
の
像
を
損
な
い
（
人
間
の
基
本
的
諸
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機
能
﹇
で
あ
る
﹈
悟
性
・
意
志
・
自
由
の
腐
敗
）、
神
の
道
徳
的
像
・
神
の

類
似
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
…
…
前
者
﹇
神
の
像
﹈
は
、
人
間

が
普
遍
的
に
神
の
生
命
に
応
答
で
き
る
潜
在
性
を
意
味
し
ま
す
が
、後
者﹇
神

の
類
似
性
﹈は
…
…
こ
の
潜
在
性
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。こ
の
実
現
は（
し

ば
し
ば
神
化
と
呼
ば
れ
ま
す
）
…
…
人
間
の
理
想
目
標
﹇
は
﹈
ア
ダ
ム
の
原

初
的
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
人
間
が
神
の
像
に
創
造
さ
れ
、
神

の
類
似
性
に
生
き
る
原
初
的
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
…
…
神
化
は

ウ
ェ
ス
レ
ー
の
「
完
全
」
理
解
と
同
意
義
だ
と
言
わ
れ
ま
す
」（「
第
一
章
」

四
一
頁
以
下
）。

④　

終
末
論

「
一
八
九
〇
年
以
降
の
研
究
者
は
、
前
期
思
想
に
中
・
後
期
に
至
る
全
体

的
枠
組
み
の
概
念
（
神
の
像
理
解
な
ど
）
が
あ
り
、
前
期
と
中
期
に
ウ
ェ
ス

レ
ー
思
想
の
類
似
的
要
素
（
救
い
の
現
在
性
な
ど
）
が
、
中
期
と
後
期
に
は

さ
ら
な
る
相
違
（
全
被
造
物
の
終
末
的
宇
宙
の
変
容
な
ど
）
が
あ
る
と
述
べ

ま
す
。
つ
ま
り
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
中
期
で
、
個
人
の
救
い
の
現
在
性
を
中

心
に
、
静
的
な
現
在
終
末
論
（
他
の
人
間
や
被
造
物
の
救
い
と
無
関
係
に
、

自
分
だ
け
の
救
い
を
求
め
る
終
末
論
）
を
展
開
し
ま
す
が
、
後
期
で
は
、
東

方
思
想
の
、
全
被
造
物
の
宇
宙
的
変
容
を
訴
え
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
神
学
は
、「
標
準
説
教
集
」
で
は
な
く
、
一
五
一
の
全
生

涯
の
説
教
で
解
釈
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
研
究
者
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー

が
独
特
な
神
学
思
想
を
展
開
し
た
後
期
思
想
を
重
視
し
ま
す
。
…
…「
神
の

像
」
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
生
涯
に
一
貫
す
る
テ
ー
マ
で
す
が
、こ
の
テ
ー
マ
は
、

中
期
と
同
様
前
期
で
も
、
個
人
の
救
い
の
現
在
性
を
中
心
に
す
る
静
的
な
現

在
終
末
論
で
す
。
し
か
し
後
期
で
は
、
個
人
・
社
会
・
全
被
造
物
の
変
容
に

よ
る
成
長
・
発
展
を
通
し
て
、
創
造
全
体
の
贖
い
﹇
が
﹈
完
成
﹇
さ
れ
る
﹈

と
い
う
未
来
終
末
論
で
神
の
像
が
展
開
さ
れ
ま
す
」（「
第
一
章
」一
一
二
頁
）。

「
で
は
、
こ
の
宇
宙
的
終
末
理
解
で
動
物
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
永
遠
の
世
界
が
純
粋
に
霊
的
状
態
と
理
解
さ
れ
る
場
合
、
物

質
的
身
体
の
動
物
は
そ
こ
に
存
在
で
き
ま
せ
ん
。
復
活
時
に
人
間
は
再
肉
体

化
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
肉
体
は
栄
光
化
さ
れ
、
霊
化
さ
れ
た
身
体
で
、
物
質

的
な
身
体
的
存
在
で
は
な
く
、霊
的
存
在
と
し
て
人
間
は
神
を
賛
美
し
ま
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
神
を
賛
美
す
る
共
同
体
の
中
に
動
物
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
前
期
・
中
期
と
異
な
り
、
純
粋
に
霊
的
な
世
界
で

は
な
く
、
ま
た
、
中
間
状
態
﹇
死
者
が
復
活
を
待
つ
状
態
﹈
か
ら
明
確
に
区

別
さ
れ
、
宇
宙
的
再
創
造
・
新
創
造
の
世
界
か
ら
理
解
さ
れ
る
場
合
、
こ
の

世
界
に
物
質
的
な
も
の
が
存
在
で
き
ま
す
。
…
… 

ま
た
、
動
物
の
悟
性
、

意
志
も
同
様
で
、
人
間
が
天
使
の
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
動
物

も
人
間
の
知
性
、意
志
の
レ
ベ
ル
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
を
通
っ
て
高
め
ら
れ
、

完
全
に
至
り
ま
す
。
こ
う
し
て
人
間
も
他
の
被
造
物
も
、
原
初
の
創
造
時
に

持
っ
て
い
た
も
の
よ
り
、
新
し
い
創
造
﹇
に
お
い
て
﹈
は
る
か
に
偉
大
な
能

力
と
祝
福
を
も
つ
こ
と
が
、一
七
八
一
年
の
説
教「
全
被
造
物
の
解
放
」（B

E
, 

2
:

437
-450

）
で
詳
し
く
語
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
被
造
物
全
体
の
回
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復
と
い
う
、
終
末
的
神
の
活
動
は
全
て
の
も
の
を
原
初
の
状
態
に
戻
す
以
上

の
働
き
で
、
こ
の
神
の
み
業
に
全
被
造
物
が
参
与
で
き
る
の
で
す
」（「
第
一

章
」
一
一
七
頁
以
下
）。

⑤　

ウ
ェ
ス
レ
ー
神
学
の
骨
格

「
神
が
人
間
を
愛
す
る
こ
と
（
神
の
恵
み
）
と
、
こ
の
恵
み
に
人
間
が
応

答
す
る
こ
と
（
人
間
の
応
答
）
が
ウ
ェ
ス
レ
ー
神
学
の
骨
格
で
す
。
神
と
人

間
と
の
関
係
は
、
相
互
的
に
「
応
答
す
る
恵
み
」
あ
る
い
は
「
協
調
す
る
恵

み
」
で
す
」（「
第
一
章
」
一
五
三
頁
）。

⑥　

愛
の
一
元
論
と
信
仰
の
一
元
論

「
ア
ダ
ム
が
創
造
さ
れ
た
時
、
創
造
当
初
よ
り
存
在
し
た
の
は
、
律
法
と

い
う
形
で
人
間
の
心
に
与
え
ら
れ
た
愛
で
す
。
永
遠
の
昔
よ
り
人
間
は
愛
を

成
就
す
べ
き
な
の
で
す
。愛
は
永
遠
か
ら
永
遠
に
わ
た
り
倫
理
の
原
理
で
す
。

信
仰
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ア
ダ
ム
が
罪
を
犯
し
た
た
め
で
あ
り
、
本
来
、
信

仰
は
不
要
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
信
仰
の
唯
一
の
目
標
は
愛
の
律
法
を
成

就
す
る
こ
と
で
、
愛
の
成
就
と
い
う
こ
と
か
ら
離
れ
た
信
仰
は
そ
れ
自
体
無

価
値
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
点
で
、
愛
の
成
就
を
信
仰
の
本
質

と
捉
え
る
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
国
教
会
の
考
え
と
一
致
し
、
宗
教
改
革
者
の
考

え
方
と
異
な
り
、﹇
こ
れ
を
﹈
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど
の
異
教
徒
の
救
い
の
根

拠
に
し
ま
す
。

ウ
ェ
ス
レ
ー
は
信
仰
と
愛
の
関
係
を
密
接
不
離
な
関
係
と
捉
え
、
こ
の
関

係
を
論
理
的
な
も
の
と
み
な
し
ま
す
。
原
因
が
結
果
を
含
む
よ
う
に
、
良
き

働
き
の
な
い
信
仰
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
反
対
に
、
信
仰
の
喪
失
は
、

論
理
的
必
然
性
と
し
て
愛
の
働
き
の
喪
失
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
実
を
結
ば

な
い
信
仰
は
、
人
間
を
救
う
信
仰
で
は
な
い
の
で
す
（B

E
, 2

:
207, 

W
orks, 8

:
276, 285

）。
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
世
界
は
愛
の
一
元
論
で
す
（
創
造

時
の
ア
ダ
ム
が
信
仰
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
異
教
徒
の
救
い
の
根

拠
を
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
愛
に
置
く
）。
神
の
本
質
的
性
格
を
愛
と
捉
え
る
ウ
ェ

ス
レ
ー
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
す
べ
て
の
関
係
を
愛
に
置
き
、
愛
に

よ
っ
て
世
界
が
秩
序
づ
け
ら
れ
ま
す
。
愛
は
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
正
し
く
秩
序

づ
け
る
根
源
的
働
き
で
す
。ウ
ェ
ス
レ
ー
の
世
界
観
は
こ
の
愛
で
形
成
さ
れ
、

信
仰
の
完
成
は
愛
の
成
就
に
あ
り
ま
す
。
福
音
は
律
法
の
完
成
で
あ
る
と
強

調
す
る
の
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
、
ロ
ッ
ク
、
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
を
含
め
る

国
教
会
の
伝
統
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
立
ち
、
合
理
主
義
的

キ
リ
ス
ト
教
理
解
、
つ
ま
り
、
啓
蒙
主
義
精
神
に
つ
な
が
る
理
性
的
、
倫
理

的
知
識
形
態
を
一
つ
の
宗
教
的
知
識
と
し
て
尊
重
し
た
の
で
す
。
…
…
倫

理
的
、
共
同
体
的
知
（
愛
の
道
具
と
し
て
の
信
仰
理
解
）
と
、
個
的
、
実
存

的
知
（
信
仰
の
道
具
と
し
て
の
愛
の
理
解
）
と
い
う
二
種
類
の
知
を
主
張
す

る
ウ
ェ
ス
レ
ー
で
し
た
。
個
的
実
存
思
考
の
形
態
で
は
信
仰
の
一
元
論
、
倫

理
的
、共
同
体
的
思
考
形
態
の
世
界
で
は
愛
の
一
元
論
で
し
た
」（「
第
二
章
」

一
八
九
頁
以
下
）。

⑦　

三
位
一
体
論

「
三
位
一
体
の
教
理
を
理
解
す
る
場
合
、
日
常
生
活
で
明
白
な
概
念
を
も
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つ
父
、
子
、
霊
の
類
比
論
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
、
三
位
一
体
の
神
ご
自

身
の
内
で
、
こ
の
三
つ
の
位
格
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
を
問

う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
よ
う
な
三
位
一
体
と
同
じ
よ
う
な
関
係

が
、人
間
の
良
く
知
っ
て
い
る
日
常
生
活
の
中
で
見
い
だ
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

三
位
一
体
の
教
理
を
…
…
理
解
す
る
こ
と
は
全
然
で
き
﹇
ま
せ
ん
﹈」（Sur-

vey, 5
:

214f., P
rocedure, 302f.

）。
そ
れ
ゆ
え
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
体
験
で

き
る
宗
教
的
次
元
か
ら
離
れ
、
人
間
の
知
的
限
界
を
超
え
る
哲
学
的
な
三
位

一
体
の
説
明
を
不
要
と
し
、
三
位
一
体
、
人
格
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ

と
さ
え
強
制
し
て
は
い
け
な
い
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
用
語
を
使
用
し
な

か
っ
た
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ス
を
火
刑
に
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
を
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
批

判
し
ま
す
」（B

E
, 2

:
376

-379

）（「
第
三
章
」
三
三
六
頁
）。

残
さ
れ
た
課
題

①　

第
二
章
で
紹
介
し
た
大
木
英
夫
著
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
』
の
内
容
を
さ

ら
に
深
く
掘
り
下
げ
た
い
方
に
は
、
大
木
英
夫
著
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の

倫
理
思
想
』（
新
教
出
版
社
、一
九
六
六
年
）を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
れ
は「「
キ

リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
学
」
の
建
設
と
い
う
組
織
的
研
究
へ
の
歴
史
的
序
説
」

と
し
て
構
想
さ
れ
た
専
門
書
で
す
。
実
際
に
取
り
組
む
に
は
か
な
り
の
覚
悟

が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
努
力
が
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
発
想
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
新
た
な
問
題
意
識
を
喚
起
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
そ
の
「
終
章　

キ

リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
の
可
能
性
」
を
読
む
な
ら
ば
、著
者
の
考
え
る
「
神
学
」

と
そ
の
目
指
す
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

か
が
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
の
「
現
代
的

有
効
性
」
と
「
現
代
的
妥
当
性
」
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
大
胆
か
つ
詳
細
な
研
究
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
結
論
は
、「
日
本
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
歴
史
的
主
体
性
の
確
立
は
、
こ
の
「
契
約
神
学
」
の
回

復
に
よ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」（
四
一
三
頁
）
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
し
た
が
っ
て
著
者
の
言
う
「
契
約
神
学
」
の
内
容
を
さ
ら
に
丁
寧

に
読
み
解
き
、
そ
の
歴
史
的
か
つ
現
代
的
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。②　

前
項
で
紹
介
し
た
「
終
章
」
の
結
び
の
部
分
は
、
こ
う
な
っ
て
い
ま

す
。「
近
代
化
と
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
的
過
程
で
あ
る
。
た
だ

そ
れ
を
正
常
化
し
推
進
す
る
し
か
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
近
代
化
の

秘
密
を
明
白
に
捉
え
た
精
神
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
精
神
が
今
日
の
急
激
な

社
会
変
化
の
激
動
に
お
じ
ま
ど
う
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
近
代
化
の
原
初
的
過
程
と
密
接
に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
宗
教
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
そ
の
最
初
に
お
い
て
《
宗
教
的
》

な
形
成
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
日
に
お
い
て
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
な
さ
れ
う

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
今
日
に
お
い
て
も
根
底
か
ら
の
近
代
化
は
、
依
然

と
し
て
宗
教
的
な
形
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
近
代
化
の
過
程

は
、
近
代
的
エ
ー
ト
ス
を
基
盤
と
し
た
世
界
共
同
体
の
完
成
に
至
る
ま
で
終
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結
し
な
い
の
で
あ
る
」（
四
二
四
頁
）。

こ
れ
は
、
今
か
ら
半
世
紀
も
前
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
そ
れ
は
古
く

な
る
ど
こ
ろ
か
、歴
史
の
行
く
末
を
見
通
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
で
す
。

こ
の
五
十
年
の
間
に
、
冷
戦
構
造
は
解
体
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
圏
の
混
乱
は
そ

の
ま
ま
欧
米
社
会
の
混
乱
と
保
守
主
義
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア

で
は
今
な
お
軍
事
力
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
解
決
し
う
る
と
の
幻
想
と
、
格
差

社
会
を
当
然
と
言
い
切
る
欲
望
資
本
主
義
が
支
配
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
私
た
ち
は
、
こ
の
状
況
に
お
い
て
な
お
、「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
宗
教

的
倫
理
的
特
質
」
の
回
復
は
、
問
題
の
真
の
解
決
に
通
じ
る
の
か
？
と
問
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
難
問
の
一
つ
は
、
世
界
の
宗
教
人
口
の
三
分
の
一

を
越
え
る
イ
ス
ラ
ム
圏
の
歴
史
に
は
、
宗
教
改
革
と
三
十
年
戦
争
の
よ
う
な

深
刻
な
宗
教
戦
争
の
体
験
が
含
ま
れ
て
い
な
く
、
そ
の
歴
史
の
内
側
か
ら
政

教
分
離
の
要
請
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
求
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
た

だ
し
、
現
代
の
欧
米
諸
国
の
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
に
属
す
る
諸
教

会
の
経
験
は
、
移
民
や
難
民
の
問
題
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
日
本
の

キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
と
っ
て
、
極
め
て
有
益
な
歴
史
的
参
考
資
料
と
な
る
は

ず
で
す
。

③　
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
』に
よ
る
と
、ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
三
本
柱
は「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
テ
ィ
ズ
ム
（
国
王
絶
対
主
義
）、
受
動
的

服
従
の
倫
理
」（
六
〇
頁
）
で
あ
り
、
こ
の
ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
対
峙
し

つ
つ
、宗
教
改
革
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
の
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
す
。

し
た
が
っ
て
本
稿
の
第
III
章
の
内
容
も
、こ
の
三
本
柱
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、

展
開
す
る
方
法
も
あ
り
え
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
は
あ
え
て
、
ウ
ェ
ス
レ
ー

の
「
社
会
倫
理
思
想
」
で
は
な
く
「
神
学
の
内
容
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ま
ず
、
今
日
の
学
生
の
偏
り
が
ち
な
関
心
を
補
お
う
と
し
た

た
め
で
す
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
以
後
の
ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、

あ
の
「
三
本
柱
」
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
の
末
裔
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ス

レ
ー
に
と
っ
て
彼
ら
は
ど
う
い
う
存
在
に
映
っ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
、

別
の
機
会
に
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④　

ウ
ェ
ス
レ
ー
が
亡
く
な
る
と
、
英
国
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
た
ち
は
間
も
な

く
英
国
国
教
会
か
ら
独
立
す
る
道
を
選
び
、
独
自
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

な
ぜ
彼
ら
は
そ
う
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
問
わ
ざ
る
を
え
な
い

の
は
、
彼
ら
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
、
英
国
国
教

会
に
留
ま
り
続
け
よ
う
と
し
た
の
か
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
そ

の
場
合
、
あ
の
三
本
柱
に
対
す
る
評
価
は
ど
の
よ
う
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
変
化
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
宗
教

寛
容
令
が
発
布
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
主
流
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は
、
政
教
分
離
の
道
を
選

ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
メ
ソ
ジ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

⑤　

大
木
氏
に
よ
る
と
、
ル
タ
ー
の
言
う
「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
通
し
て
は
じ
め
て
社
会
的
現
実
に
な
り
ま
し
た
、
つ
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ま
り
そ
こ
に
は
「
ル
タ
ー
的
人
格
意
識
」
か
ら
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
権
利
意

識
」
へ
の
「
外
化
」（『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
思
想
』、
三
二
頁
）
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
こ
に
生
ま
れ
た
人
権
意
識
に
よ
っ
て
初
め
て
、

「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
が
「
愛
を
媒
介
と
し
て
、
奉
仕
へ
の
自
由
」
と
読

み
変
え
ら
れ
る
と
き
に
陥
り
が
ち
な
弱
点
、
す
な
わ
ち
あ
の
「
受
動
的
服
従

の
倫
理
」
に
か
ら
め
と
ら
れ
る
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
り

ま
す
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
場
合
、
そ
れ
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
し

か
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
神
学
に
お
い
て
も
、「
人
格
の
問
題
」
が
重
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
「
人
権
の
意
識
」
へ
と

「
外
化
」
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
会
員
相
互
の

内
面
的
成
長
と
現
実
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
様
ざ
ま
な

組
織
を
考
案
し
、
そ
の
運
営
に
苦
心
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も

問
わ
ざ
る
を
え
な
い
問
題
で
す
。
組
織
の
責
任
あ
る
地
位
に
立
つ
人
間
は
、

必
ず
「
力
」
と
「
人
格
」
の
緊
張
関
係
か
ら
生
ず
る
「
痛
み
」
に
苦
し
む
か

ら
で
す
。
こ
こ
に
は
、
彼
は
教
会
を
ど
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
理
解
し
て
い

た
の
か
、
と
い
う
神
学
的
な
問
題
も
隠
れ
て
い
ま
す
。

⑥　

筆
者
の
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
へ
の
直
接
的
な
関
心
」
は
、本
稿
の
III
章
「
は

じ
め
に
」
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
、
と
い
う
現
実
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
質
問
の
多
く
は
、『
民

衆
と
共
に
歩
ん
だ
ウ
ェ
ス
レ
ー
』
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
聖
霊
に
よ

る
バ
プ
テ
ス
マ
」
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
質
問
者
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ぺ
ン
テ
コ
ス
テ
派
」
の
教
会
に
属
す
る
学
生
た
ち
で
し
た
。
筆
者
は
彼
ら

に
ま
ず
、
そ
の
教
会
の
歴
史
を
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
が
、

そ
の
ル
ー
ツ
を
客
観
的
に
報
告
し
て
く
れ
た
学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
指
導
者
に
聴
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の
返
事
で
し
た
。
こ
の
不

思
議
な
現
実
に
と
ま
ど
い
、
こ
れ
に
応
え
る
に
は
、
ま
ず
ウ
ェ
ス
レ
ー
か
ら

始
め
る
し
か
な
い
、
と
の
「
勘
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
手
さ
ぐ
り
の
状
態
か
ら
抜
け
出
す
道
を
示
唆
し
て
く
れ
た
の
は
、
清

水
光
雄
著
『
メ
ソ
ジ
ス
ト
っ
て
、
何
で
す
か
』
の
第
三
節
「
聖
霊
の
バ
プ
テ

ス
マ
」
で
し
た
。
こ
こ
に
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
自
身
が
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー

│

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
の
論
争
時
に
お
け
る
共
闘
者

│
の
「
バ
プ
テ
ス
マ
体

験
」（
一
七
七
一
年
）
の
強
調
に
困
惑
し
た
こ
と
、
そ
し
て
や
が
て
聖
霊
の

バ
プ
テ
ス
マ
を
求
め
る
ぺ
ン
テ
コ
ス
テ
運
動
を
め
ぐ
り
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
と
米

国
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
間
で
決
定
的
な
意
見
の
相
違
」（
一
八
三
頁
） 

が
見
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
「
南
北
戦
争
前
の
指
導
者
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
で
あ
っ
た
が
、

南
北
戦
争
後
は
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
と
な
り
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
著
作
が
米
国
メ

ソ
ジ
ス
ト
の
神
学
的
立
場
の
第
一
次
資
料
と
さ
れ
た
」
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
の
学
生
た
ち
の
提
起
し
た
問
い
に
真
摯
に
答
え
る
に
は
、

こ
の
複
雑
な
歴
史
過
程
を
地
道
に
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

注　

 ﹇
引
用
文
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
句
読
点
な
ど
、
そ
の
一
部
に
修
正
が
加
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え
ら
れ
て
い
ま
す
。﹈

（
1
）　

①　
「
経
験
主
義
の
ロ
ッ
ク
は
、
知
識
の
起
源
を
身
体
感
覚
に
置
き
、
そ
の
感

覚
証
言
を
知
覚
す
る
こ
と
で
観
念
が
得
ら
れ
、
観
念
と
知
覚
と
を
同
一
視
す
る

情
感
的
・
心
理
学
的
認
識
論
を
主
張
し
た
の
で
す
。
理
性
的
認
識
論
で
は
な
く
、

情
感
的
・
心
理
学
的
な
認
識
論
を
知
識
の
基
本
的
性
格
と
し
た
の
が
ロ
ッ
ク
の

認
識
論
の
特
徴
で
し
た
。
物
質
的
世
界
は
身
体
的
五
感
で
直
接
認
識
で
き
る
と

述
べ
る
ロ
ッ
ク
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
も
同
意
し
、
比
論
的
に
、
霊
的
世
界
も
霊
的
五

感
（
霊
的
目
、
耳
、
触
、
舌
、
嗅
覚
の
証
言
）
で
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

言
い
ま
す
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
身
体
の
五
感
と
平
行
す
る
霊
的
感
覚
の
五
感
を

取
り
上
げ
、
こ
の
霊
的
感
覚
を
、
宗
教
世
界
の
知
識
を
得
る
の
に
適
切
な
感
覚

と
し
、
こ
こ
で
与
え
ら
れ
る
霊
的
証
言
は
理
性
か
ら
の
推
論
な
ど
を
不
必
要
と

し
た
の
で
す
」（『
め
ぐ
っ
て
』
三
三
頁
）。

　
　
　

②　
「「
比
論
的
」
と
は
、
哲
学
的
に
述
べ
る
と
、
身
体
五
感
に
よ
る
ロ
ッ
ク
の

認
識
論
﹇
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
伝
統
﹈
で
与
え
ら
れ
る
物
質
世
界
と
同
じ
性
格

の
認
識
が
、
霊
的
五
感
に
よ
る
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
認
識
論
﹇
プ
ラ
ト
ン
の
伝

統
﹈
で
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」（『
め
ぐ
っ
て
』 

三
四
頁
以
下
）。

　
　
　

③　
「
若
き
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
マ
カ
リ
オ
ス
の
英
語
訳
の
書
物
を
一
七
三
四
年

に
読
み
、
米
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
滞
在
中
、
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
者
や
ハ
レ
の
敬
虔

主
義
者
た
ち
と
出
会
い
、
ド
イ
ツ
語
訳
の
マ
カ
リ
オ
ス
の
書
物
を
一
七
三
六
年

七
月
三
〇
日
と
翌
日
に
読
み
ま
し
た
。
…
…
マ
カ
リ
オ
ス
の
神
学
は
聖
霊
の
神

学
、
心
の
霊
性
と
呼
ば
れ
ま
す
。
…
…
マ
カ
リ
オ
ス
の
宗
教
的
認
識
論
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
伝
統
で
は
な
く
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
と
同
じ
く
プ
ラ
ト
ン
の
伝
統
な

の
で
、
…
…
（
通
常
マ
カ
リ
オ
ス
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
等
、
当
時
の
人
々
が
考
え
て

い
た
四
世
紀
エ
ジ
プ
ト
の
マ
カ
リ
オ
ス
﹇
大
マ
カ
リ
オ
ス
と
呼
ば
れ
る
﹈
で
は

な
く
、五
世
紀
シ
リ
ア
の
修
道
士
マ
カ
リ
オ
ス
﹇
偽
マ
カ
リ
オ
ス
と
呼
ば
れ
る
﹈

で
し
た
）」（ 『
め
ぐ
っ
て
』
三
八
頁
以
下
）。

（
2
）　

①　
「
後
期
の
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
瞬
間
的
神
の
恵
み
と
継
続
的
神
の
恵
み
の
二

重
性
、
義
認
・
聖
化
の
瞬
間
性
と
、
義
認
と
聖
化
の
継
続
性
と
の
二
重
性
を
展

開
し
た
」（『
メ
ソ
』
四
一
頁
）。

　
　
　

②　
「
こ
の
聖
霊
に
よ
る
神
の
現
臨
と
形
成
力
と
い
う
二
重
の
神
の
恵
み
理
解
、

す
な
わ
ち
、義
認
（
愛
さ
れ
る
素
晴
ら
し
さ
）
と
聖
化
（
愛
す
る
素
晴
ら
し
さ
）

の
二
重
性
、
神
の
恵
み
の
直
接
的
・
瞬
間
的
出
来
事
（
神
の
恵
み
の
啓
示
）
と

継
続
的
・
動
的
出
来
事
（
人
間
の
主
体
的
応
答
性
）
と
の
二
重
性
が
、
彼
の
神

学
の
根
幹
な
の
で
あ
っ
た
」（ 『
メ
ソ
』
四
二
頁
）。

（
3
）　

①　
「
神
の
主
権
性
と
人
間
の
自
由
の
両
立
を
強
く
擁
護
す
る
両
親
の
影
響
も

加
わ
っ
て
、
予
定
論
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
一
七
二
五
年
以
来
一
貫
し
て
同
意
で

き
な
い
考
え
で
あ
っ
た
」（『
救
済
』
一
一
〇
頁
）。

　
　
　

②　
「
正
義
と
憐
み
か
ら
な
る
支
配
者
と
し
て
の
神
概
念
は
、
権
威
主
義
的
君

主
、
あ
る
い
は
、
暴
君
的
君
主
の
よ
う
な
性
格
の
神
で
は
な
く
、
人
間
の
自
主

性
を
尊
重
し
、
相
手
を
強
制
し
な
い
、
愛
に
満
ち
た
家
庭
の
親
の
よ
う
な
神
で

あ
っ
た
」（『
救
済
』
一
一
八
頁
）。

　
　
　

③　
「
抵
抗
可
能
な
る
恵
み
理
解
に
立
っ
た
国
教
会
と
、
ギ
リ
シ
ャ
教
父
か
ら

人
間
の
自
由
・
応
答
性
を
学
ぶ
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
当
然
の
如
く
不
可
抗
の
恵
み

を
否
定
し
、
無
条
件
的
選
び
と
同
様
、
万
人
救
済
説
を
も
否
定
す
る
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
応
答
・
救
い
が
強
制
さ
れ
、
決
定
論
的
思
考
が
支
配
す
る
か
ら
で

あ
る
」（『
救
済
』
一
一
八
頁
以
下
）。

（
4
）　

①　
「
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
罪
の
奴
隷
と
し
て
こ
の
世
に
誕

生
し
た
人
間
は
、
先
行
の
恩
恵
に
よ
っ
て
思
考
や
意
志
、
自
由
の
諸
機
能
が
潜

勢
的
に
回
復
さ
れ
（
先
行
の
恩
恵
の
第
一
の
働
き
）、
こ
の
諸
機
能
に
よ
っ
て

救
い
へ
導
こ
う
と
さ
れ
る
神
の
更
な
る
恵
み
（
先
行
の
恩
恵
の
第
二
の
働
き
）

に
応
答
・
拒
否
し
得
る
者
と
さ
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
彼
に
と
っ
て
、
先
行

の
恩
恵
の
第
一
の
働
き
の
結
果
で
あ
る
諸
機
能
の
潜
勢
的
回
復
が
文
字
通
り
応

答
す
る
機
能
を
果
す
た
め
に
は
、
神
の
恵
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
潜
勢
的
諸
機

能
は 

…
…
そ
れ
自
体
で
は
何
一
つ
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
機
能
、
つ
ま
り
全

的
に
堕
落
し
て
い
る
機
能
で
あ
っ
た
」（『
救
済
』
一
〇
五
頁
）。

　
　
　

②　
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
先
行
の
恩
恵
﹇
の
狙
い
﹈
と
は
、
義
認
前
で
も
義
認
後

で
も
、
人
間
の
主
体
性
を
い
か
に
確
保
す
る
の
か
に
あ
っ
た
。
彼
は
先
行
の
恩

恵
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
信
仰
と
良
き
業
の
二
元
論
的
対
立
を
克
服
し
、

義
認
と
聖
化
の
相
互
性
に
徹
し
た
」（『
メ
ソ
』
四
九
頁
）。

（
5
）　

①　
「
東
方
に
と
っ
て
、
創
造
時
の
ア
ダ
ム
は
、
現
実
的
な
意
味
で
は
な
く
、

潜
在
的
な
意
味
で
完
全
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
ア
ダ
ム
は
、
い
か
な
る
成

長
・
発
展
を
も
許
容
し
な
い
静
的
状
態
と
し
て
の
完
全
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
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垢
な
存
在
と
し
て
、
未
熟
な
る
存
在
か
ら
成
熟
し
た
も
の
へ
と
成
長
・
発
展
す

る
人
間
と
し
て
創
造
さ
れ
た
。
子
供
の
よ
う
な
無
垢
と
単
純
性
に
あ
っ
た
ア
ダ

ム
は
、成
長
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。﹇
ア
ダ
ム
は
﹈「
完
成
さ
れ
た
完
全
」

と
い
う
静
的
に
完
結
し
、閉
じ
ら
れ
た
存
在
で
は
な
く
、「
完
全
に
向
か
う
完
全
」

と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
開
か
れ
た
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
、「
神
性
・
人
性

の
参
与
」
を
通
し
て
、
常
に
神
の
生
命
と
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
生
き
、
栄
光
な

る
神
と
の
一
致
へ
と
絶
え
る
こ
と
な
く
成
長
す
る
べ
く
創
造
さ
れ
て
い
た
。
神

化
と
は
、こ
の
参
与
に
よ
っ
て
神
の
生
命
と
栄
光
に
与
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
の
こ
と
は
神
と
人
間
の
汎
神
論
的
同
一
性
（
ホ
モ
ウ
ー
シ
オ
ス
）
の
確
信
を

意
味
せ
ず
、
神
化
の
存
在
論
的
基
盤
は
受
肉
論
に
あ
っ
た
。
神
が
人
間
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
人
間
の
神
に
至
る
道
が
開
か
れ
た
の
だ
。
神
化
と

は
、
こ
の
神
性
・
人
性
の
参
与
を
可
能
な
ら
し
め
た
受
肉
者
キ
リ
ス
ト
へ
の
確

信
を
表
し
、﹇
東
方
は
﹈
こ
の
参
与
に
よ
っ
て
人
間
の
本
性
が
徐
々
に
神
の
道

徳
的
像
を
回
復
し
、
愛
が
唯
一
の
支
配
原
理
と
な
る
真
の
人
間
性
に
な
る
こ
と

を
救
い
・
贖
い
と
捉
え
た
」（『
救
済
』
四
三
頁
以
下
）。

　
　
　

②　
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
ア
ダ
ム
の
完
全
（A

dam
ic perfection

）
を
主
張
す
る

点
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統
に
立
つ
。
神
が
完
全
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
像
で

あ
る
人
間
の
本
性
も
完
全
で
あ
る
。
彼
は
、一
七
三
〇
年
の
説
教「
神
の
像
」で
、

神
の
像
と
し
て
創
造
さ
れ
た
ア
ダ
ム
は
、
神
の
よ
う
に
霊
的
存
在
で
あ
り
、
神

と
類
似
す
る
完
全
な
る
特
性
を
備
え
、
こ
の
特
性
は
、
不
滅
な
る
悟
性
、
腐
敗

し
な
い
意
志
、
完
全
な
る
自
由
で
あ
る
と
言
う
。
悟
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
完

全
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
明
白
に
把
握
し
、
過
ち
を
犯
す
こ
と
な
く
真
理
に
従
っ

て
正
し
く
判
断
す
る
。
こ
の
ア
ダ
ム
の
完
全
な
る
理
性
の
働
き
よ
っ
て
、
神
を

含
む
す
べ
て
の
事
柄
が
正
し
く
把
握
さ
れ
、
善
と
悪
の
区
別
も
可
能
と
な
り
、

意
志
と
自
由
は
こ
の
不
滅
な
る
悟
性
の
指
示
に
従
っ
て
導
か
れ
る
。
こ
の
ア
ダ

ム
の
完
全
が
神
の
不
滅
な
る
像
そ
の
も
の
で
あ
る
…
…
但
し
、
こ
の
悟
性
・
意

志
・
自
由
の
諸
機
能
は
、
人
間
の
内
に
所
有
・
所
与
と
し
て
本
来
的
に
備
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
、
非
創
造
的
恵
み
と
し
て
機

能
し
て
い
た
。
こ
の
神
の
栄
光
を
輝
か
せ
て
い
た
完
全
な
る
ア
ダ
ム
と
い
う
概

念
を
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、「
神
の
像
」
か
ら
始
ま
り
、
晩
年
の
「
全
被
造
物
の

解
放
（T

he G
eneral D

eliverance

）」（
一
七
八
一
）」、「
人
間
の
堕
落
（O

n 

the Fall of M
an

）」（
一
七
八
二
）
に
至
る
説
教
で
主
張
し
た
。
ア
ダ
ム
が
完

全
で
あ
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
、
人
間
が
、
神
の
生
命
・
光
・
栄

光
な
ど
の
神
的
本
性
に
参
与
・
応
答
で
き
る
た
め
、
第
二
が
、
神
的
本
性
の
な

か
で
も
特
に
神
の
愛
に
参
与
・
応
答
で
き
る
た
め
で
あ
っ
た
」（『
救
済
』
五
一

頁
以
下
）。

　
　
　

③　
「
人
間
が
自
然
的
神
の
像
と
し
て
創
造
さ
れ
た
理
由
は
、
神
が
人
間
の
内

に
留
ま
り
、
人
間
も
神
の
内
に
留
ま
り
、
神
と
の
人
格
的
結
合
に
参
与
す
る
た

め
で
あ
る
。
人
間
が
、
自
由
に
、
主
体
的
に
神
的
本
性
に
参
与
で
き
る
た
め
に
、

神
的
人
格
の
機
能
と
類
似
す
る
理
性
、意
志
、自
由
が
備
え
ら
れ
た
の
だ
」（『
救

済
』
五
二
頁
）。

　
　
　

④　
「
悟
性
、
意
志
、
自
由
か
ら
な
る
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
人
間
理
解
で
の
特
徴
は
、

意
志
を
、「
理
性
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
当
時
の
支
配
的
原
理
で
あ
っ
た
理
性

的
に
自
己
決
定
す
る
人
間
の
機
能
で
は
な
く
、
む
し
ろ
感
性
的
な
情
感
（affec-

tions

）
と
同
一
視
し
た
点
に
あ
っ
た
。
意
志
の
本
性
的
性
格
を
、
情
感
、
情
念

（passion

）、
情
動
（em

otion

）
と
の
関
係
で
理
解
し
た
。
意
志
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
情
動
、
情
念
、
情
感
に
基
づ
い
て
自
ら
を
働
か
せ
る
内
的
機
能
で
、

人
間
の
選
択
や
行
動
を
真
に
決
定
づ
け
る
も
の
は
、
理
性
的
な
も
の
よ
り
、
こ

の
情
感
的
・
情
念
的
・
情
動
的
な
も
の
、
即
ち
、
愛
、
喜
び
、
平
和
、
希
望
と

い
っ
た
情
感
的
本
性
（affectional nature

）﹇
で
あ
る
﹈
と
し
、
意
志
の
本
性

的
性
格
を
情
感
と
同
一
視
し
た
。
こ
れ
が
、
意
志
に
関
す
る
初
期
か
ら
晩
年
に

至
る
彼
の
定
義
で
あ
っ
た
（B

E
, 2

:
409f., 439, 474f., 489, 4

:
22, 294f., 

311
-3

）。
ウ
ェ
ス
レ
ー
が
な
ぜ
情
感
の
神
秘
主
義
、
直
接
的
・
霊
的
体
験
と
し

て
の
信
仰
理
解
を
強
調
し
た
の
か
を
我
々
は
今
良
く
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
情

感
の
主
た
る
も
の
は
神
の
本
性
な
る
愛
で
、
こ
の
愛
と
い
う
情
感
を
原
初
の
ア

ダ
ム
は
備
え
て
い
た
（B

E
, 2

:
294

）」（『
救
済
』
七
四
頁
）。

　
　
　

⑤　
「
こ
の
神
の
愛
に
由
来
す
る
情
感
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
を
真
に
構
成
す
る
魂

の
性
向
（disposition

）」（B
E

, 1
:

651

）
と
呼
ば
れ
、
一
時
的
性
格
の
も
の

で
は
な
く
、
持
続
す
る
性
向
、
習
慣
化
し
得
る
性
向
に
な
っ
て
、
神
と
隣
人
を

愛
す
る
。
こ
の
情
感
が
習
慣
化
す
る
ほ
ど
ま
で
に
成
長
す
る
性
向
を
、
彼
は
気

質
（tem

per

）
と
呼
ぶ
」（『
救
済
』
七
五
頁
）。

（
6
）　
「
神
化
と
は
、
人
間
本
性
に
付
加
さ
れ
た
神
的
現
実
で
は
な
く
、
非
創
造
的
恵



一
一

「
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か　

│
│ 

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ
ー （
一
七
〇
三-

九
一 

） 

の
場
合 

│
│
」（
III
）

̶ ̶114

み
で
あ
る
神
的
生
命
・
本
性
・
栄
光
に
参
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
神
に

義
と
さ
れ
る
た
め
に
、
注
入
さ
れ
た
恵
み
に
よ
っ
て
自
分
の
う
ち
に
造
り
出
す

状
態
に
救
い
を
見
る
功
績
（m

erit

）
と
い
う
概
念
も
東
方
に
﹇
は
﹈
な
い
。

ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
義
の
転
嫁
（im

puta-

tion

）、
創
造
さ
れ
た
恵
み
と
し
て
外
在
的
に
義
が
転
嫁
さ
れ
る
と
い
う
概
念
も

な
い
。
人
間
の
所
有
の
対
象
に
決
し
て
な
ら
な
い
非
創
造
的
恵
み
で
あ
る
神
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
交
わ
り
に
人
間
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
東
方
の
人
間
論

の
土
台
で
あ
る
」（『
救
済
』
四
九
頁
）。

（
7
）　

①　
「
神
に
類
似
・
一
致
す
る
こ
と
は
、
服
従
の
倫
理
、
義
務
の
倫
理
よ
り
、

根
源
的
に
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
全
く
新
た
に
さ
れ
た
心
・
魂
の
内
的
傾
向
の
問

題
で
あ
る
。
神
を
愛
し
、
隣
人
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
倫
理
的
と
い
う
よ

り
は
、
神
的
生
命
・
愛
に
み
た
さ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
愛
に
満
ち
た
存

在
に
な
る
こ
と
。
そ
の
意
味
で
イ
エ
ス
を
模
範
と
す
る
こ
と
は
、
主
体
的
・
決

断
的
な
こ
と
よ
り
、愛
の
気
質
を
啓
発
す
る
美
徳
の
問
題
で
あ
り
、…
…
」（『
救

済
』、
一
五
四
頁
）。

　
　
　

②　
「
人
間
の
創
造
目
的
は
、
神
と
の
交
わ
り
を
通
し
、
神
の
永
遠
な
る
生
命

を
享
受
し
、
神
の
愛
・
聖
・
幸
福
・
栄
光
に
あ
ず
か
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に

御
子
が
受
肉
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
神
性
と
永
遠
性
、
栄
光
に
人
間
が
あ
ず
か
る

た
め
で
あ
る
」（『
救
済
』、
一
五
五
頁
）。

　
　
　

③　
「
実
体
概
念
を
前
提
し
、
こ
の
両
者
の
交
わ
り
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る

か
と
問
う
西
方
の
実
存
的
思
考
に
対
し
、
存
在
の
基
本
概
念
の
交
わ
り
や
神
化

を
強
調
す
る
東
方
は
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
・
人
性
の
区
別
よ
り
相
互
性
を
主
張

し
た
」（『
救
済
』、
一
五
二
頁
）。

　
　
　

④　
「﹇
キ
リ
ス
ト
の
﹈
三
つ
の
職
務
は
、
宗
教
改
革
以
降
広
く
用
い
ら
れ
、
改

革
派
・
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
の
標
準
と
な
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
も
使
用
さ
れ
た

が
、
東
方
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
」（『
救
済
』、
一
三
二
頁
）。

　
　
　

⑤　
「
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
律
法
解
釈
の
特
徴
は
、
国
教
会
と
同
様
、
こ
の
第
三
の

用
法
﹇
人
間
本
性
更
新
へ
の
成
長
を
も
た
ら
す
律
法
﹈
に
あ
っ
た
（B

E
, 2

:
15 

fn.60

）。
さ
ら
に
彼
は
改
革
派
と
異
な
り
、
こ
の
第
三
用
法
の
律
法
の
性
格
を
、

命
令
、
要
求
よ
り
、
神
の
類
似
へ
の
変
容
、
キ
リ
ス
ト
と
の
存
在
的
一
致
と
捉

え
た
。
こ
れ
は
彼
の
律
法
が
、
東
方
と
同
様
、
美
徳
の
倫
理
で
、
義
務
や
服
従

の
倫
理
で
は
な
い
こ
と
と
一
致
す
る
。
神
の
本
性
の
愛
を
映
し
出
す
律
法
、
神

に
あ
る
生
命
と
同
一
の
生
命
を
も
つ
律
法
、
こ
の
律
法
を
完
全
に
写
す
者
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
の
姿
が
、
十
三
の
山
上
の
説
教
に
描
か
れ
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
と

の
存
在
的
一
致
・
模
倣
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
」（『
救
済
』、
一
三
三
頁
以
下
）。

　
　
　

⑥　
「
原
罪
理
解
と
同
様
、
時
期
に
よ
っ
て
彼
の
贖
罪
理
解
の
特
徴
が
み
ら
れ

る
。
若
き
彼
の
関
心
は
東
方
の
古
典
説
に
あ
っ
た
」（『
救
済
』、
一
二
七
頁
）。

　
　
　

⑦　
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
研
究
者
た
ち
の
定
説
に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の

基
本
的
な
立
場
は
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
満
足
説
、
あ
る
い
は
宗
教
改
革
者
た
ち
の

刑
罰
代
償
説
で
あ
っ
た
と
い
う
」（『
救
済
』、
一
二
八
頁
）。

　
　
　

⑧　
「
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
は
、
傷
つ
け
ら
れ
た
神
に
支
払
わ
れ
た
犠
牲

で
あ
る
と
同
時
に
、
愛
す
る
神
か
ら
人
間
に
差
し
だ
さ
れ
た
無
償
の
赦
し
で
も

あ
る
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
関
心
は
、
神
の
怒
り
と
共
に
、
創
造
の
初
め
よ
り
人
間

を
救
う
と
決
意
さ
れ
た
神
の
愛
に
あ
っ
た
」（『
救
済
』、
一
三
一
頁
）。

　
　
　

⑨　
「
地
獄
や
審
判
に
言
及
す
る
際
、
彼
は
そ
こ
に
あ
る
牙
を
抜
い
て
、
神
の

恵
み
へ
の
応
答
を
、
恐
怖
か
ら
で
は
な
く
、
愛
さ
れ
・
赦
さ
れ
て
い
る
者
と
し

て
応
答
す
る
よ
う
に
語
り
（B

E
, 21

:
368, 22

:
255, 304f., 429

）、
後
期
に

な
る
と
こ
の
傾
向
は
更
に
顕
著
に
な
っ
た
」（『
救
済
』、
一
三
一
頁
）。

　
　
　

⑩　
「
彼
の
神
学
の
特
徴
が
関
係
性
に
基
づ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
彼
の
強
調
す
る
贖
罪
論
と
は
、
義
認
と
聖
化
・
完
全
の
二
重
性
、
し
か
も

個
人
﹇
的
﹈・
敬
虔
主
義
的
、
現
在
の
次
元
で
の
救
い
と
、
共
同
体
的
・
社
会
的
、

終
末
的
次
元
を
も
含
む
宇
宙
的
救
済
の
二
重
性
で
あ
る
」（『
救
済
』一
三
二
頁
）。


